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要約 特殊学級担任を経験したことのある教師は,経験のない教師に比べ,座席の決め方,教室掲示,板書など

の学習環境を整える際に,発達障害児の特性を考慮し,なるべく刺激の少ない環境づくりをしている傾向かあ

る。学習指導においても視覚的な情報が入りやすいことを考慮して指導している姿も見られる。生活指導につ

いては褒めることを重視し,よいこと,悪いことのけじめを「褒める」,「叱る」の二つの行動で示そうとして

いる傾向が高い。身の回りの整頓については,個別に指導しており,教室から出て行く子については,その子

を叱ったり,我慢させるのではなく,職員室や保健室と連携をとっている。保護者に対しては,積極的に問題

行動を知らせたり,経験を話すなどして連絡を取り合い,話し合っていこうという姿勢が見られる。そうした

対象児の問題行動を校内委員会だけでなく,校長,教頭に相談し,対象児を取り巻く問題を学校といてどうし

ていくのかを考えていこうとしている。特殊学級を担任したことのある教師は,経験していない教師に比べ,

発達障害についての専門的な知識を有しており,発達障害児に対して適切な指導をしていこうとする姿が見え

る。経験のない教師に比べ,学級経営が充実する,学級集団の質が高まるなどの積極的な考えを学級経営には

感じていないが,堅実に学級の中で発達障害児を指導していると考えられる。
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I。はじめに

現在,特別支援教育の構想の実現に向かって様々な

取り組みが試みられている。特にこれまであまり注目

されてこなかった通常学級に在籍する学習障害(LD),

注意欠陥多動性障害(ADHD),高機能自閉症等の

児童に積極的に支援をしていく体制を整備しようとし

ている。この体制の移行の成否は,教育現場がこのこ

とをどのように受け止め,どのように展開していくか

にかかっている。すなわち,特別支援教育体制への移

行は,通常の学級担任教師の意識に左右される部分が

大きいと言える。佐蘿(2004)は,発達障害のある子

どもの支援のためには学級経営という視点が重要であ

るとしており,この視点は今後の特別支援教育を推進

していく際の鍵となると思われる。

そこで特別支援教育に移行しつつある現在,特別支

援教育に対する担任の意識が,学級経営にどのように

反映されるか調査した。この影響が大きいと考えられ

る小学校の学級担任を対象に調査を計画した。具体的

には,軽度発達障害のある児童を学級経営上,どのよ

うに位置づけ,どのような手立てを講じているのか,

またどのような意識で学級経営を行っているのかを調

査し,特別支援教育に移行していく際の教師支援の在

り方に関する課題や要因を明らかにしたいと考えた。

-

Ⅱ。方法

(1)調査対象

A県B地区の小学校5校に依頼した。今回は,通常

学級担任の教員のみを分析することにした。84名から

回答を得ることができた。回答者の属性は,表1のと

おりである。これに示されるように女性が6害11を占め,

中学校での指導経験がないものが多く,9害l』の者が特

殊学級担任の経験はなく,約9害りの者は軽度発達障害

の指導の経験がある,という集団である。

(2)手続き

平成17年11月20日現在における「校内支援体制にお

ける教師の取り組みの現状」を把握した。

今回の調査では,気になる子ども=軽度発達障害児

と表記し,基本的に「軽度」は,知的な遅れはなく,

「重度」は,知的機能に問題があるという意味で用い

ることとし,次のような注釈をつけた。

気になる子ども:現在,診断が下されているかどう

かは別にし,先生が次のように感じられた場合をさす。

先生の日頃の教育的関わりの中で,特に配慮を必要と

する子ども,診断は下っていないが,そのために何か

検査が必要だと思われる子ども,ある教科が優れてい

る(得意である)反面,ある教科は極端に不得意であ

る子ども,授業中,落ち着いた行動がとれない子ども,
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学級内,学校内で,対人関係で仲間とトラブルを起こ

すことが多い子ども,先生のご判断で,学級経営上の

支障をきたし,いわゆる「気になる」と思われる子ど

も,学習に集中できない,授業内容が理解できないな

どの問題があるものの,その状況が本人の努力だけで

は解決できそうにないと思われる子ども,すでにはっ

きりと障害の診断が出ている子どもとする。

質問内容は,担任する学級に気になる子どもたち

(軽度発達障害)がいる場合,その対応の方方を選択

肢の中から頻度の多い順に二つ選ぶ方法をとった。

調査は,学校ごとに調査用紙を配布し,回答を求め

た。氏名は記入せず,この調査は,全体の傾向を把握

することが目的で,個人や学校全体の結果を個別に公

表することは,決してない旨を伝えた。記入を終えた

調査用紙は,封筒に入れ,のり等で担当の世話係りに

提出を求めた。

今回は,特殊学級経験の有無による調査の結果は,

以下のようである。

Ⅲ。結果と考察

(1)座席について

教師の近くに置いて支援をすぐにできるようにと配

慮をしているのは,担任経験のある教師にわずかに比

率が高い。それに対して,くじ引きで決めると答えて

いるのは,経験のない教師が高い。

(2)教室の掲示

障害に対する配慮は,経験のある教師に高い。それ

に対し,色を統一するほか,見た目に関する配慮をし

ているのは,経験のない教師に多い傾向が見られた。

(3)軽度発達障害児の身の回り

経験のある教師は,半数が整頓の仕方を対象児に個

別に指導している。少人数で個別指導してきた経験を

いかそうとしている姿が見られる。記名に力を入れる

と答えているのは経験のない教師に多いが,対象児は
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他の児童からたびたび落し物をよくする子という印象

をもたれやすいことを考えると得策ではない。

表4 軽度発達障害児の身の回り

(4)学習指導

経験のある教師は特別のカリキュラムを作る割合が

高い。対象児に集中する,授業の計画通りに進める仕

方がないとあきらめる,という答えが経験のない教師

にわずかに多く見られる。

表5 学習指導

(5)学習方法

赤ペンの文字をなぞらせることは経験のある教師に

特に高く,半数近くの教師が行っている。また,何も

していないと答える教師はいない。

ワークプリントを用意するのは経験のない教師に多

い。特殊学級で指導した経験から身に付けた技術を使っ

て対象児に指導している。担任経験なしの教師は,特

にプリントなどを用意せずともできないときに好きな

ことをやらせているようだ。

表6 学習方法

(6)板書

特殊学級担任経験のある教師は大事なところに枠を

つけるということを重視しており,聞き取ることを重

視していないという傾向がある。障害特性を理解し,

指導の場面で視覚への働きかけを重視していると言え

る。

表7 板書
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(7)国語・算数の授業を中心にした授業

国語・算数:経験のある教師は絵や写真を使ったり,

大事なことを繰り返して指導したりすることに経験の

ない教師よりも力を入れている。また,「聞く」,「話

し合う」ということが著手な発達障害の特性を理解し

ている教師の比率がわずかに高い。

表8 国語・算数の授業を中心にした授業%(人数)

(8)生活指導

特殊経験のある教師は褒めることを重視してお経

験のない教師は他の子と区別しないようにしたり,励

ましたりする傾向がわずかに見られる。

表9 軽度発達障害児(対象児)への生活指導%(人数)

(9)保護者への対応

特殊学級担任経験のない教師は,理解しそうもない

保護者には,話をしないと答える者がわずかにだがあ

るのに対して,経験のある教師は,問題行動を保護者

に伝えないとする者はいない。その都度知らせたり,

事例を話したりと対応をしている傾向が見られる。

表10 対象児の保護者との対応

(10) 他児への対応

経験のない教師に比べ,特殊担任経験のある教師は,

隣の子に援助を頼む割合が高い。それに対して,経験

のない教師は,みんなでがんばる雰囲気作りには力を

入れている傾向がある。
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(11)教師の授業中の対応

出歩いてもよいきまりを作っておいたり,職員室に

連絡を取って探してもらう対策をとっているのは,経

験のある教師に高く,対象児にがまんをさせたり,き

つく叱るという対応をしているのは,経験のない教師

にわずかではあるがある。障害認識の違いであるとい

えよう。

表12 教師の授業中の対応

(12)保護者への話し合いにおける対応

問題が起きたときに話し合うというのは,経験のあ

る教師の割合が大きい。学年の先生などに相談する割

合も経験のない教師に比べ,わずかだが高い傾向にあ

る。それに対して,問題が起きたときにすぐに保護者

に連絡をとる,問題が起きてもとっていない,連絡し

ない,一人では話し合う自信がないという答えがわず

かではあるが経験のない教師に高く見られる。これは,

障害についての知識の有無が保護者へ対応に差を生じ

るのではないかと考えられる。

表13 教師の保護者との話し合いにおける対応%(人数)

(13)現在の学級の指導

担任経験のある教師は,学習指導の進度や学級事務

への不安が強い。経験のない教師は,子ども達との関

係や教科学習の準備にやや不安があると答えており,

不安がないと答えている教師もいる。これは,特殊学

級担任時代は,担任する子どもに対して,少人数でゆっ

くり学習に取り組ませる体制から,通常学級では煩雑

な事務処理や成績処理に追われるということからくる

不安であろうと考えられる。

表14 現在の学級の指導
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(14)教師の連携

どちらも大差はないが,経験のない教師に割り切っ

ている教員が多い,言いたいことが言えない雰囲気が

あるという答えがわずかに高い。

表15 校内における先生同士の連携

(15)問題行動への対処

経験のある教師が,校長,教頭に相談する割合が経

験のない教師に比べて高いのは,問題行動のもとにあ

る障害の問題に適切に対処し,具体策を講じるために

管理職に相談しているのではないかと考えられる。そ

れに対して,コーディネーターに相談するというのが。

-

経験者にはなく,経験していない教師にもわずかしか

ないのは,現在の段階では,コーディネーターが専門

的な知識や対処方法を確立していないためであると考

えられる。経験していない教師に専門家への直接的な

相談があり,コーディネーターよりも割合が高いのも

その理由からであろう。

表16 教師の学級内の子どもの問題行動への対処%(人数)

(16)通常学級に軽度発達障害児が在籍している場合

の印象 一学級にとって一

思いやりの心が育つ,障害理解が深まると答えてい

るのは,担任経験のある教師に高い。待ち時間が多く

なる,授業がスムーズに進まなくなる,差別意識をも

つようになると答えているのは経験のない教師でわず

かに高い傾向が見られる。これは,特殊学級で障害の

ある児童へのかかわりをもっていない場合,障害その

ものへの認識が肯定的でないのではないかと考えられ

る。

表17 通常学級に軽度発達障害児が在籍している場

合の印象 ―学級にとってー %(人数)

234-



愛知教育大学教育実践総合センター紀要第10号

(17)通常学級に軽度発達障害児が在籍している場合

の印象 一子ども自身一

経験のある教師は,集団適応力が身につくことが一

番高く,経験のない教師と比べても高い。経験のない

教師は,社会性や同世代との交流を利点とする割合が

高い。いじめの対象になると答えているのは,経験の

ある教師が高い。これは特殊学級に在籍する子には,

子どもたちが「保護しなければならない子」「助けて

あげなければいけない子」という認識を持つのに対し

て,同じ学級に在籍する子には,同等に考えて接して

いるためであると考えられる。特殊学級を担任して,

その意識の差をはっきりと感じているからではないか

と考えられる。

表18 通常学級に軽度発達障害児が在籍している場

合の印象 一子ども自身- %(人数)

(18)通常学級に軽度発達障害児が在籍している場合

の印象 一担任にとって一

担任経験ある教師は,個々の児童の理解ができるよ

うになるとする傾向が高い。 しかし,必要な教育を提

供することができない,身体的・精神的な負担が増す

とする傾向も高い。他に児童への対応が不十分になる

と答えているのは,経験のない教師に高い。経験のな

い教師は,学級経営が充実する,学級集団の質が高ま

るという答えが,わずかにだが経験のある教師よりも

高い傾向がある。これは,対象児童に対して,特殊学

級の指導の経験から指導をもっとすることができれば

と感じるからであろう。

表19 通常学級に軽度発達障害児が在籍している場

合の印象 一担任にとってー %(人数)

Ⅳ。おわりに

特殊学級担任を経験したことのある教師は,経験の

ない教師に比べ,座席の決め方,教室掲示,板書など

の学習環境を整える際に,発達障害児の特性を考慮し,

なるべく刺激の少ない環境づくりをしている傾向があ

る。学習指導においても,特別のカリキュラムを考え

たり,できることを探したりして,対象児が好きなこ

とをやるのではなく,学習に向かうような手立ても講

じていると感じられる。指導の際に,視覚的な情報が

入りやすいことを考慮して指導している姿も見られる。

生活指導については褒めることを重視し,よいこと,

悪いことのけじめを「褒める」,「叱る」の二つの行動

で示そうとしている傾向が高い。

身の回りの整頓については,個別に指導しており,

教室から出て行く子については,その子を叱ったり,
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我慢させるのではなく,職員室や保健室と連携をとっ

ている。保護者に対しては,積極的に問題行動を知ら

せたり,経験を話すなどして連絡を取り合い,話し合っ

ていこうという姿勢が見られる。そして,そうした対

象児の問題行動を校内委員会だけでなく,校長,教頭

に相談し,対象児を取り巻く問題を学校といてどうし

ていくのかを考えていこうとしている。

だが,通常学級の学級事務や成績処理の煩雑さには,

やや不安があり,他の学級の運営には口出しをしない

傾向がある。

通常学級に軽度発達障害児が在籍している場合,特

殊学級担任の経験がある教師は,学級では,思いやり

の心が育つ,障害理解が育つ,対象児の集団適応力が

身につくという利点は感じているものの,同じ土俵で

対象児を周囲の子どもたちが考えているという点でい

じめの対象になるのではないかとも考えている。また,

担任としては,個々の児童の理解ができるようになる

としながらも,特殊学級において少人数できめ細やか

な指導をした経験から,通常学級では十分必要な教育

を提供できないと否定的に考えている。

以上のように,特殊学級を担任したことのある教師

は,経験していない教師に比べ,発達障害についての

専門的な知識を有しており,発達障害児に対して適切

な指導をしていこうとする姿が見える。経験のない教

師に比べ,学級経営が充実する,学級集団の質が高ま

るなどの積極的な考えを学級経営には感じていないが,

堅実に学級の中で発達障害児を指導していると考えら

れる。
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